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・当社では、社会状況の変化に対応したライフスタイルの変化が都市
や建築をどのように変えていくのかについて、社内外の「知恵の連
携と統合」を進めながら、多くの研究と提案を行っていきたいと考
え、「ライフスタイルデザイン研究所」を設立しています。

・歴史的都市における公共建築のあり方を研究している小田原研究会
は、東海大学杉本研究室との共同研究を進めており、現在は現地調
査や類似事例調査、模型を使ったスタディなどを行っております。

・また、8月末にはこれからの公共建築のあり方について、株式会社
シアターワークショップの伊東正示氏を講師として招き、勉強会を
行いました。

・当社独自のカラーユニバーサルデザインガイドラインの作成を行う
カラーユニバーサルデザイン研究会では、学識経験者へのヒアリン
グや社内研究会を行いながらガイドライン作成に向けた作業を行っ
ております。

ライフスタイルデザイン研究所の活動状況
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ライフスタイルデザイン研究所の活動報告

 

―カラーユニバーサルデザイン研究会―
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一般正常色覚者

■illustratorCS5によるマンセル色相環シミュレーション

文：高野直樹 文：山本勝彦

D 型 P 型

（色相環の配色カラーはDIC HP掲載カラーによる。）

知恵の連携・統合についての報告

・本社および大阪事務所が所在する北大江地区において「住み、働
き、学び、遊ぶ、全てが快適な都心づくり」をめざして、1998年
に北大江地区まちづくり実行委員会が発足しました。
・住民と企業や官公署、学校等の事業所、従業者等が分け隔てなく継
続して協力しまちづくり活動を行っています。当社も地域社会への
貢献の観点から地域の住民や企業の方々とともに様々な活動に参画
しています。

―北大江のまちづくり―

・たそがれコンサートWeekにあわせ、10月16～17日に当社において
北大江の企業５社共催によるオープンハウスを開催し、各企業の日
頃の活動を写真や映像、模型などで紹介して好評を博しました。

北大江たそがれコンサートWeek 2012

安井建築設計事務所オープンハウス

・地区は楽器の専門店や工房が集まる楽器の街でもあります。北大江
公園の改良工事の完成と芝生広場のお披露目も兼ねて2006年に始
まった「北大江たそがれコンサート」は、今では「コンサート
Week」として地区内の飲食店などを会場に１週間にわたり開催さ
れ、秋の風物詩として多くの人に親しまれています。
・今年は、当社においても、10月17日に京都を拠点とするアーティ
スト「モラル」によるコンサートを１階ロビーで開催しました。

研究会の目指すテーマは・・・

「色覚障がい者や白内障の方に判別しやすい情報伝達。
　　　　　　そして、一般正常色覚者に対して美しく見えること。」

・誰にでもわかりやすい「色」と「文字」についての研究です。学識
経験者にもユニバーサルデザインの観点から、貴重なご意見をいた
だきました。

【色について】
・現在、日本塗料工業会から「推奨配色セット」など、目安となる配
色の基準が発表されていますが、これをそのまま使うのではなく、
設計者のデザインセンスを反映したものにすべきです。
・色は自由に選択可能ですが「色覚シミュレーション」が必須となり
ます。
・身近なところでは、Adobe illustrator、Photoshopの“校正設定”内に
P型*・D型*の色覚シミュレーションのコマンドがあります。

　・一般正常色覚者に最も見やすい強調色の赤は、色覚障がい者には
茶系に　見えます。背景色や文字の大きさ、太さ、表示位置など
に配慮をする必要があります。

　・青と黄は色覚障がい者と一般正常色覚者どちらも似た見え方をし
ます。青地に の車椅子ピクトや、黄色点字ブロックの視覚効果
がわかります。

　・ピンク+水色の組合せは、色覚障がい者には近似して見えるた
め、識別できません。色間に緑やオレンジなどを配色する工夫が
必要です。

　・色覚障がい者に識別しやすくても、一般正常色覚者や白内障には
識別しづらい配色があります。一般正常色覚者や白内障は白+黄
や黒+紺など明度差の少ない色の組み合わせは識別がしづらいた
め、明度差をつける必要があります。一方、色覚障がい者は、
「明度差に敏感」で白+黄は一般正常色覚者や白内障に比べべ見
分けがしやすい。色覚障がい者は正常色覚者や白内障にわかりづ
らいといわれている、赤～赤紫、青～緑への変化も識別しやすい
特徴があります。

　・色覚障がい者が識別しづらい緑と赤の組み合わせの場合は、緑を
青緑に変えることで赤と識別がしやすくなります。赤と黒は、赤
を朱色に変えることで黒と識別がしやすくなります。

【ユニバーサルな色の使い方のガイドライン（素案）】

　(*P型：一型2色覚（赤錐体異常）約1.5%、D型：二型2色覚（緑錐体異常）約3.5%、一般正常色覚
者約95% 。数値は日本人男性による。)




